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【愛知県安城市】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１ １人１台端末をはじめとするＩＣＴ環境によって実現を目指す学びの姿 

 安城市では１人１台端末を活用し、全ての子どもたちの可能性を引き出す、子どもが主

役となる学びの実現を目指します。 

 これまでの学びあいの蓄積を共有し、一人一人の特性や習熟の程度に応じて、「いつで

も」「どこでも」「何度でも」「どんな状況でも」学習できる環境の整備に取り組んでいきま

す。 

 

２ ＧＩＧＡ第１期の総括 

 安城市では令和２年度にＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、タブレットや周辺機器の

整備、学習支援及び授業支援ソフトの導入を行いました。 

 同時に「ＧＩＧＡスクール推進室」と立ち上げ、タブレット活用に係る現場の支援も行

いました。 

 これにより他校の児童生徒とのかかわりや不登校の児童生徒とオンラインで繋がること

ができ、誰一人取り残さない、協働的かつ個別最適な学びの実現に近づけました。 

 授業の中で、教師は、タブレットの中で児童生徒の学習状況を把握し、つまずきへのフ

ォローや少数意見の抽出など、これまで以上に個別の対応ができるようになりました。ま

た、タブレットを導入することで、かかわりが減ってしまうのではないかという懸念もあ

りましたが、共同学習や共同編集をする活動を通して、かかわり合う場面はこれまでと同

様に担保されています。また、分からないことをすぐに調べたり、学びの足跡を蓄積した

りすることが容易になりました。  

 端末については持ち帰り学習を実施していますが、情報機器の家庭での正しい使い方が

できるよう、安城市独自の教材として「ＧＩＧＡワークブック」を作成、公表することで

情報モラル向上に努めています。 

 

３ １人１台端末の利活用方策 

 ＩＣＴ支援員の配置を継続し、サポートかつ研修会の実施等により教員のＩＣＴ活用ス

キルを高め、タブレットの日常活用を推進します。 

 児童生徒の心の健康観察や個別教育相談が行えるソフトウェアの導入や、より良い学習

支援ソフトの再選定を行い、子どもの成長を促進する文房具として活用できるよう端末整

備に取り組みます。 

 


